
 

  

 

Vol.３(R８.4.20 発行) 

今年度も不定期ではありますが、ユネスコエコパーク通信を発行していきます。 

第３回目となる今回は、ユネスコエコパークの仕組みについてお伝えします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

３つの機能と地域について 

＼ユネスコエコパークの／ 

経済と 

社会の発展 

自然と人との共生の 

モデルとなること 

保存機能 
生物多様性を守るための

重要な地域であること 

学術的 
研究支援 

持続可能な発展のための

調査や研究、教育の場で

あること 

上記３つの機能を果たすために、以下の３つの地域を設定しています。 

ユネスコエコパーク（以下 BR）には、BRの目的（自然と人との共生）を実現するための３つの機能があります。

この３つの機能は独立するものではなく、BRを相互に強化する関係です。 

 
核心地域 

自然環境を厳格に保護する地域 

 

移行地域 

人が暮らしを営み、環境に配慮した産業

活動など持続可能な発展を目指す地域 

 

緩衝地域 

核心地域と移行地域の間のクッションとして、

人間活動から核心地域を保護する地域 

 

発行：佐伯市観光課 観光係（エコパーク担当） 


